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京
都
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濟
學
會
規
則

　
　
　
　
本
會
を
京
都
大
恩
経
濟
堅
會
と
穂
す
る

第
一
條

第
二
條
　
本
會
は
左
の
會
員
を
以
て
組
織
す
る

　
　
④
正
會
員
　
京
都
大
毘
経
濟
學
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　

助
手
及
同
學
部
出
身
者

　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
恩
経
濟
學
部
堅
生

　
　
㊥
墨
生
會
員

　
　
内
賛
助
會
員
　
本
會
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

第
三
願
名
難
酬
罎
灘
轟
鍼
灘
議
頒

第
四

條
　
特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
會
員
以
外

　
　
　
　
の
者
に
も
倉
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る

第
五
條
　
本
會
の
事
務
所
は
京
都
大
向
臼
學
経
濟
恩
部
内
に
置
く

　
　
　
　
本
會
［
は
左
の
事
業
を
行
う

第
六
條

　
　
一
、
機
關
雑
誌
「
経
濟
論
叢
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
経
濟
論
叢
」
は
毎
月
一
回
登
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　
　
別
號
を
護
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
「
経
濟
墨
研
究
叢
書
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　
二
、

　
　
三
、
毎
月
一
回
堅
術
研
究
會
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
四
、
毎
年
一
回
公
開
講
演
會
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
）

第
八
條
　
（
略
）

第
九
條
　
會
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

　
　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
十
條
　
會
員
は
左
の
會
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

羅
上

第

十
一
條
　
本
會
規
則
の
改
正
鍵
更
及
財
琵
の
歳
分
は
評
議
員
會

　
　
　
　
　
の
決
議
に
よ
る
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レ

ー

ニ

ン

の
ブ

ル

ジ
ョ
ア
革
命
理
論
⇔

第
七
十
六
巻

　
　
三
八
六
　
　
第
六
號
　
　
四
二

と
が
で
き
る
の
ぞ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
四
年
九
月
初
稿
・
一
九
五
五
年
二
月
再
稿
・
同
年
十
月
三
稿

追
記

　
い

ま
ま
で
連
載
し
て
き
た
『
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
の
登
展
』
は
、
わ
た
し
が
書
い
て
き
た
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ

ル

ス

の

ブ

ル
ジ

ョ

ア

革
命
理
論
』
・
『
レ
ー
ニ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
』
と
近
く
掲
載
豫
定
の
立
命
館
文
學
法
畢
部
の
池
田
誠
氏
執
筆
の
『
毛
澤

東
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
』
と
で
、
終
る
豫
定
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
主
論
文
を
お
ぎ
な
う
意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
ー
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ

ギ

リ
ス
革
命
論
・
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
論
を
か
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
　
『
マ
ル
ク
ス
w
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
論
』
は
ヒ
ル
、
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー

の

紹
介
論
文

と
い
う
か
た
ち
で
、
尾
崎
芳
治
君
に
よ
つ
て
執
筆
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
も
重
要
な
古
典
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
大
革
命

に

つ

い

て

は
、
適
當
な
執
筆
者
が
見
當
ら
な
い
の
で
、
割
愛
す
る
こ
と
と
す
る
。
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介

穂
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文
　
雄
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江
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一

岸
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理

京

都

大

昌

教

授

京

都

大

毘

助

教

授

京

都

大

恩

大

阜

院
恩
生



京
大
線
合
経
濟
研
究
所
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5

　
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
鍵
貝
態
調
査
報
告
定
債

岸

本

英

太

郎

著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
6

日
本
絶
封
主
義
の
肺
會
政
策
史
定
儂

山
本
安
次
郎
著

　
フ

ェ

イ
ヨ
ル

中
國
研
究
所
編

日
中
貿
易
ハ

谷
　

川
良
　
一
著

ソ
連
邦
の

G
・
セ
ル
ベ
ス
著

國
際
経
濟
法
研
究
會
編

國
際
不
正

島
　
　
　
恭
　
彦
編

岸

本

英

太

郎

著

窮
乏
化
法
則

ヨ

ー
ン
著
　
足
利
末
男
課

統
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
西
田
動
謹

一
〇
〇
〇

人

の

ア

メ
リ
カ
人

　
　
　
　
　
　
　
競

地

方
財
政
の
理
論
と
實
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
6

管

理
論

研
究
定
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
6

ン

ド
ブ
ッ
ク
定
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
6

國
家
機
構
竃

　　　　　　　　　顧

争

の

研

究

籔

　　　　　　　　　撃

と
杜
會
政
策
堅

學

　
史
堅

　

七
八
頁

一
二
〇
圓

四

八
〇
頁

四

八
〇
圓

一
＝
二
⊥ハ
百X

二
五
〇
圓

三

二
七
頁

四

二
〇
圓

二
九

〇
頁

三

二
〇
圓

二
六
〇
頁

二
八
〇
圓

六
五
〇
頁

一、

→一
〇
〇
圓

刊三
五

〇
圓

刊四

三
〇
圓

刊四

三
〇
圓

閣京都斐有京東

　讐
㌃

雛
エ
運
鞠
詩
籠
鯉
露
劃

御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
、
會
費
納
入
先

　
　
　

京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　

京
都
大
恩
経
濟
學
部
丙

　
　
　
　
　
　
　
　

京

都

大

堅

経

済

學

倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
佳
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　
　
年
吹
、
就
職
先
を
墨
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
，

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
中
込
下
さ
い
。
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月
一
日
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護

行

人

　
　
　
　
　
　

印
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行
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稜
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所

ロ
　
ロ
リ

難
硫
　
定
値
六
〇
圓

　
　
簾
　
　
治
良
左
衛
門

京
都
市
下
京

匝
七
僚
御
所
ノ
内
東
町
三
九
布
地

　
　
中
村
印
刷
株
式
會
肚

　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
勝
　
治

京

都

市

左

京
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吉
田
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京

都
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學

會

　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
株
式
會
吐

　
有
　
斐
　
閣

　
本

　
肚

噸
騒
認
舳
㌔
副
畑

　
京
都
支

店
鷺
慧
露
略
酬
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